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発刊にあたって

高来町では，縄文時代の遺跡とみられる磨製石斧や黒曜石・サヌカイト剥片等が，黒新田十

郎丸・小中尾遺跡より発掘されたことにより，わが郷土の歴史の始まりを知ることができます。

なお，上坂元遺跡や弥生時代と思われる高野遺跡(水ノ浦の石棺・素焼査)，泉遺跡(弥生式

土器)から当時の農業集落が想定され，溝口遺跡(弥生式遺物)，それに上田井原遺物(土器)

等，数々の遺跡や遺物の発掘・出土により，より一層確かな郷土の歴史を認識することができ

ると思います。

このたび，高来町小江下与名の中江地域で，高来町基幹産業振興事業の圃場整備が行われま

したが，この工事中に， 19基に及ぶ遺跡(箱式石棺墓地)が発見されましたので，さっそく長

崎県文化課に緊急発掘調査をお願いしました。

この箱式石棺墓地には弥生時代中期の土器が含まれており，石棺構築前段階の溝の形などか

ら弥生時代の生活の様子が伺えるということで極めて詳細な調査分析が行われてまいりまし

た。

この中江の地は，北に多良岳の水と緑を背負い，南は有明海を隔てて雲仙岳を迎える四季に

恵まれた風土豊かな小高い平地で，いかにも昔から人々が生活を営むにふさわしい適地であり

ます。

発掘された数々の遺跡や遺物等の一つ一つが，私たちの祖先の知恵や力を出しあって培った

様々な生活文化を想定できるものとして極めて尊い宝物であろうと思われます。

どうか，この調査報告書が，時代の偉業や当時の生活を知る貴重な文化財資料としてご活用

いただければ幸甚に存じます。

この調査報告書を発行するに当たり，県文化課の先生方の熱心な発掘調査研究努力に感謝を

申し上げ，関係各位のご協力に心からお礼を申し上げます。

平成5年 3月

高来町教育長 高川 定
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I 発掘調査の端緒と経過

多良岳の南麓，有明海に面する高来町は，西を諌早市，東を小長井町と交わり，北部を佐賀

県の山脈に境を接している農林業主体の町である。

町では基幹作物である稲作からの転換をはかるべく，農業基盤整備が計画され，小江川，深

海川沿岸に展開する，受益面積99haの農地の事業施行認可申請が，昭和62年10月28日小江土地

改良区より提出された。内容によると，工事期間は昭和62年着工，平成6年完工の計画で， 1 

工区から 7工区に分けられ県営圃場整備事業として認可されている。

以上は耕地課から文化課に提出された計商書の概要であり，計画地の中に埋蔵文化財包蔵地

が1ヶ所含まれていたため，遺跡の取扱いについて協議が必要となった。

遺跡は昭和57年の県内遺跡詳細分布調査で確認されたもので，昭和37年の集中豪雨の際，水

田が扶られ，遺物が採集されている。遺物は土師質土器が中心で，椀や土甘など完形品も含まれ

ており，上田井原遺跡 (84-63) として県遺跡台帳に登録された。

県耕地課から県文化課へ最初の協議がなされたのは平成元年度である。県文化課では同年9

月，現地において諌早耕地事務所，町農林課，町教育委員会の四者による協議を行った。協議

の結果は試掘調査が必要との結論に達した。

試掘調査は，平成2年11月， 8日間実施され，縄文時代晩期の土器，弥生時代後期の土器，

古墳時代の土師器・須恵器，中世の中国輸入陶磁器，瓦器等が出土した。この結果は当初の予想

を大きく越えるものであり，遺跡の現状保存等について，改めて協議することとなった。

試掘調査の結果をふまえて，遺物の出土範囲についての設計変更が検討されたが，水がかり

等の問題で，すべての変更は困難であり，一部削平される部分について本調査を行った。その

後，さらに変更不可能な水田 1枚と，排水溝の部分について調査を追加した。結果的には上田

井原遺跡の大部分の範囲が設計変更により保存されることになった。

さらに，峰を一つ越えた第2工区では，平成3年8月から工事が進められていたが， 10月16

日諌早耕地事務所より，工事中石棺が発見され，中に人骨が残っているとの報がもたらされた。

文化課では町教育委員会とも連絡をとり，現場に急行した。現況は，すでに崖が削り取られ

石棺は 1/3程残存している状況であり，さらに周辺を観察すると・3基の石棺が認められ，実

測を始めたが，周囲はその間にも1. 5m~2mの深さで削平されその度に石棺の出土が相次ぎ，

調査体制も強化することになった。最終的には19基にのぼる石棺と弥生時代の溝が検出された。

調査は， 1月8日に完了したが，調査費用については諌早耕地事務所と町教育委員会が負担した。

なお遺構の移設復元については，当初町において前向きの発言が見られたが，未だ実現され

ていない。棺材等については保管されており，早い段階での実現が望まれる。

1 -
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II 遺跡、の地理的歴史的環境

高来町は，五家原岳 (1，057m)を頂点とする多良山系から派生した数条の尾根と 5本の小

河川で形成された扇状地からなる。

しかし，何れの河川|も小規模であり，また流路も短いために流域面積も限定され，したがっ

て形成する扇状地も小さくならざるを得ない。

このため，有明海を干拓して耕地を確保する土木工事は，享保年聞に始まり最近にいたるま

で連棉として続けられている。河口部分の平坦地や現JR線以南の可耕地は，全てこの干拓工事に

よって得られた土地である。

高来町の地質は多良岳火山類の噴出により，山岳部は角閃石安山岩が，裾野は輝石安山岩が

分布している。棺材として利用されている石は何れも輝石安山岩であるから近くにあった手頃

な右材を利用したことになる。

町内の遺跡を概観してみよう。

現在町内には24箇所が遺跡として周知されている。

この内， I日石器時代の遺跡はまだ知られていない。

縄文時代の遺跡として考えられるものは， 1十郎丸遺跡， 2小中尾遺跡， 3柳原溜池

遺跡， 7上坂本遺跡，そして21上田井原遺跡等である。この内，上田井原遺跡を除くと，時

期を示す土器が殆ど出土していないために，正確な時期判定が出来ない。

このような状況の中で，上田井原遺跡からは晩期の浅鉢に籾の圧痕が認められた。県下では

2例目にあたるが，有明海に面する小扇状地に晩期の段階の稲作の痕跡を認めた意義は大きい。

弥生時代の遺跡としては 5箇所が周知されていたが，中江遺跡の発掘によって，当該期の墓

地が増えたことになる。

溝口遺跡は境川の東岸，標高18m程の平坦地に位置する。遺物は弥生土器の他，古墳時代の

土師器，中世の輸入陶磁器を含む複合遺跡の様相である。 14泉遺跡は，同じ境川の下流域左岸

の扇状地の微高丘陵上に位置し，弥生中期の土器が採集される。 12高野遺跡は有明海に突

き出た台地上にある。弥生時代の箱式石棺であると思われるが，縄文晩期の遺物を多く出土し

た上田井原遺跡からは弥生時代前期から後期の土器も多く出土する。

古墳時代の遺跡としては封土を持つ高塚古墳が1基と墓地が1箇所，そして包蔵地が2箇所

知られているのみであったが，中江遺跡において新たに古墳時代の石棺と石棺系石室の確認を

することが出来た。このタイプの古墳は大村湾沿岸にある黄金山古墳に次ぎ2例目である。

包蔵地としての遺跡である高野遺跡と上田井原遺跡については前述したので省略する。

9の善神さん古墳は標高25m程の丘陵上に位置する。もともと円墳であろうが，現状は横穴

式石室が露出し，天井部にはコンクリートが打たれ，その上に瓦が葺かれている。羨道部はす

でに無く，玄室のみが残存する。玄室は奥行2.3m，幅2.2mのほぼ正方形である。この古墳は

- 2 
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7世紀初頭が考えられている。

西ノ前遺跡は標高16m程の台地上に位置する。昭和2

年宅地造成中，人骨の入った箱式石棺が出土している。

「長さ六尺五寸，幅三尺，深さ二尺五寸Jと記録されて

いる。副葬品がなく正確な時期は不明であるが，石棺の

法量から判断すると古墳時代に属する可能性が高い。

律令時代における高来町はよく分からない。肥前風土

記によれば，彼杵郡として騨二所とある。盤氷，大村の

二駅であるが，盤氷は彼杵町，大村は旧大村町あたりに

比定されており，現在の高来町とは一致しない。

安楽勉「高来町の歴史Jr高来町郷土誌J所収高来町
1987 

「肥前風土記」 日本古典文撃大系2 岩波書庖 1958 

Fig. 3 町内出土磨製石斧

玄室奥壁

Fig. 4 善神さん古墳線刻

- 5 
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111 中江遺跡、の調査概要

一、調査方法と概要

遺跡は前述した如く，多良山系から南側に延びた尾根の先端部分，有明海を見下ろす標高10

mから35m付近に位置する。 JR古江駅からは北方約100m位の場所にあたる。

平成3年10月中江地区の閏場整備の工事中に新たに発見された遺跡であり，一部の石棺を除

いて，ほとんどの遺構が工事計画区域内に含まれており，また工事の進捗状況からこの段階で

の設計変更等は不可能な状況にあったため，緊急調査を実施したものである。

当該地は且つてはゆるやかに南面する傾斜地であったはずであるが，後世の耕作によって狭

い段々畑になっている。

当初，遺跡は工事によって露出した箱式石棺19基程度からなる墓地であるという認識であっ

たが，細かく見ると墓地は 4地点位に分類できる。すなわち標高が34m位の地点， 25m~27m 

付近の地点， 22m位の地点，そして標高が一番低い16mあたりの地点、である。それぞれA地点

~D地点と呼称しておく。

また，この内D地点にある18号石棺とした遺構は当初考えていたような箱式石棺ではなく，

封土の有無は確認できなかったが，石棺系石室であることが分かった外，石棺が集中する B地

点には石棺によって切られた断面V字形でゆるいカーブを描く 2条の溝が検出された。

溝の中には弥生中期の土器が含まれており，石棺構築の前段階に溝によって固まれた生活祉

があったことを示している。住居牡はまだ検出されていないが，特に第2地点の比較的平坦地

部分に二重の溝が見られることは，当該地に環濠を持つ集落があった可能性を示すものとして

注目される。

墓地が築かれた時期は，副葬された土器が破片であることから明確さを欠くが，溝を構築し

た時期が弥生中期以降であることと，これまで県下各地で調査された石棺の例!と比較すると弥

生後期以降古墳時代にかけて築かれた可能性が高い。

なお，調査期日と関係者は以下のとおりである。

調査期日平成 3 年10月 28 日 ~11月 13 日

平成 4 年 1 月 6 日 ~1 月 8 日

調査関係者高野晋司 文化課主任文化財保護主事(現埋蔵文化財班係長)

安楽勉 刀

村

浦

正

下

川逸朗

田和彦

林 護

田章吾

11 文化財保護主事

11 11 

11 文化財調査員

現東彼杵町事務吏員

6 -

(現県立波佐見高等学校)

(退職)



卸盟国、 出 土遺構

1.箱式石棺及び石室の調査

前述した如く，中江遺跡は大きく 4地点に分かれるようである。その何れもが基本的には箱

式石棺を主体とする墳墓群である。

また，これとは別に，規模とその延長は不明ながらも弥生時代中期に属する二重の環濠らし

き遺構が発見されたのは重要で、ある。時間の関係でこの面についての調査が十分に出来なかっ

たのは残念であるが，有明海に面する地域にもあるいは環濠を伴う集落があった可能性を示唆

しており，これまで知られていなかった当該地の弥生時代の研究の上でも究めて貴重な資料と

いうことができょう。

Tab.l 中江遺跡箱式石棺及び石室計測表

遺構 法 量(単位cm) 遺構主軸

番号 方 位
副葬品 備 考

長さ(内) 幅(内) 深さ(内)

1 0.87+α 0.87+α 0.25 不明 無 石室朱塗，人骨

2 1.66 0.32 0.27 N-34
0 

-W  鉄製刀子 石枕

3 1.80 0.38 0.20 N-5
0 

-W  無

4 1. 61 0.36 0.30 N-40
0 

-W  無 石枕，人骨

5 1.72 0.38 0.38 N 31
0

-W  土器細片

6 1.66 0.31 0.26 明T-21
0 -s 土器細片 石枕，土器

7 1. 68 0.47 0.37 N-76
0

一明f 無 床面敷石

8 1. 55 0.36 0.29 w-70 - S 無 石枕，床面砂利

9 1.84 0.32 0.30 w-90 - S 無 石枕

-10 1. 59 0.41 0.25 N-68
0 

-W  無 石枕

11 1. 98 0.35 0.36 N-89
0 

-W  無 石枕，床面敷石

12 1. 60 0.32 0.26 明T-T -S 無 石枕

13 1.77 0.48 0.30 w-60 -S 鉄器? 石枕

14 1.91 0.58 0.30 N-89。一羽「 鉄鎚 石枕

15 1. 86 0.40 0.30 W-T -S 無 石枕

16 1.68 0.50 0.38 W-19
0 

- S 無 石枕，人骨，朱，敷石

17 1. 81 0.32 0.35 W-10
0 

S 無 石枕，人骨，朱，敷石

18 1. 92十 α 0.90 0.80+α N-84
0 

-W  万子 石棺系石室

19 現地保存につき未調査

-7-
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Fig.5 遺構配置図
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A地点の箱式石棺は見つかっている限りでは 1基

のみである。ただ，この石棺については現地保存が

可能ということになり，未調査のままその位置を記

録するだけで埋め戻しをおこなった。

B地点は標高25mから27m位の比較的平坦地に位

置しており，この区域に15基の石棺と 2条の溝が集

中していることになる。

C地点は，あるいはB地点の中に包括されるべき

ものかも知れないが，距離的に60mと5mの標高差

があることから一応地点を分けた。

D地点はやはり 1基だりの遺構であるが，他の石

棺とは構造が明らかに異なる。

以下，各石棺の概要につい

ては Tab.1に記載しておい

たので参照頂きたいが，いく

つかの石棺について，若干の

補足をしておきたい。

l号石棺は土砂削平によっ

て殆ど半壊した状況である。

棺内の清掃の結果，中に人骨

が残存していることが分かつ

た。

fv7N 句協

ヨ重量 。 5円1

Fig.7 C地点遺構配置図

側壁には朱が塗られてお

り，幅が0.87cmもあることか

らすると石棺というより，石

室とした方が良いかも知れな
Fig.8 I号石棺実測図

しユ。

表で18号とした石棺系石室はやはり，工事中土砂削平によって半壊しているが，現存値は長

さ2m強，幅0.9mを計る。天井部は欠損しているため不明で、あるが， 0.8m以上は確実でトある。

現存している部分は閉塞部を含む丁度北半分になろう。

北側側壁から構造を見ると， 3枚の扇平擦を縦に並べ，その上に小さい扇平離を積み重ねて

いる。最終的に何段重ねるのかは不明である。閉塞部には 9枚の属平醸を重ねあわせている。

側壁と閉塞壁の一部には朱が塗布されている。床面には特に敷石等の敷設は見られないが，南

西隅に万子が l本副葬されている。

10 -



PL. 1 中江 1号石棺

発現状況

石棺露出

人骨出土状況
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P L. 2 中江2号石棺

蓋石

葦石除去状況

遺物出土状況
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Fig. 10 3号石棺実測図
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P L. 3 中江3号石棺

遺構露出

土 壌
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P L. 4 中江4号石棺

全体写真

蓋石除去

蓋石除去
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P L. 5 中江5号石棺

全体

蓋石除去

土墳 J 
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P L. 6 中江6号石棺

全体

蓋石除去
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P L. 8 中江8号石棺

全体

蓋石除去

土1慶
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P L. 9 中江 9号石棺

全体

蓋石除去
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P L. 10 中江10号石棺

全体

蓋石除去

土噴
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中江11号石棺

全体

蓋石除去

土積
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P L. 12 中江12号石棺

全体

蓋石除去

土壌
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P L. 13 中江13号石棺

全体

蓋石除去

土墳
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「
P L. 14 中江14号石棺

遺物出土状況

全体

蓬石除去

土境
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P L. 15 中江15号石棺

全体

向上

土墳
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P L. 16 中江16号石棺
:J"-~ _':; .. ..:可・';'"

全体

蓋石除去

土墳

人骨出土状況
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P L. 17 中江17号石棺

全体

蓋石除去

土壌
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P L. 18 石棺系石室

全体

閉塞状況

清掃後
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P L. 19 遺跡遠景，近景

遠景(南側)

近景(西側)

近景(西側)

46 



P L. 20遺構

B 地点

B}也点

調査風景
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2.溝の調査 (Fig.5，6，26) 

溝は2条が検出された訳であるが，調査の最終段階の清掃中に発見されたために，十分な精

査がされないまま埋め戻しが行われた。残念なことであったが，削平工事はすでに終了してお

り，これ以上の破壊は免れているのがせめてもの幸であった。

1 号溝は現存長12m，幅 1m~2 mで，東西に緩やかなカーブを描 くが，その西側延長は工

事によって損壊され旧状を留めていない。東側については-..EL終結している。

2号溝は 1号溝の北 8mの場所にやはり同じよう緩やかなカーブを描いている。現存長は約

16mであるがやはり西側は工事によって消滅しているが，東側延長部は 1号潜と同様-..EL終結

している。ここでは2号溝について若干の説明を加えておきたい。

2号溝は全体的に東から西に向かつて低く傾斜している。長さは約16m程が残っているだけ

であるが，幅は狭いところでO.6m，広いところで1.2m程度である。深さはO.4m~O.6m しか

なし溝の断面はV字形に近いU字形をなす。溝上面はそれほど削られた痕跡は見られないこ

とから，本来の形状と大きく異なることはないものと思われる。溝の中には離が集中的に見ら

れる場所があるが，それらの石は溝上面にある扇平擦とは異なって塊状をしている。

なお，溝西側で2号石棺によって、溝が一部切られていること，溝中から出土する土器と溝上

面から出土する土器に時期的相違があることから，溝は石棺構築に先立つ弥生中期頃には作ら

れていたことが確認できる。

P L. 21 溝

|号溝

(左)

2号溝

(右)

- 48一
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田園園、 出 土遺物

1 .土器

中江遺跡から出土した遺物はそれ程多くない。基本的に箱式石棺を主体とする墓地からは，

これまで調査された本県の他も遺跡の例からも副葬品を含む遺物はあまり出土していない。

ここで掲載する土器類は全て， B地点の中で検出された溝中から出土した分と，主に 2号石

棺ヲ 3号石棺， 4号石棺の周辺から採集された資料である。その他の地点からは遺物は発見さ

れなかった。 1~7 は弥生土器である。

1~3 は 2 号溝中からの出土である。

1~6 は，色調・胎土・焼成などの特長が極めて似ている。すなわち，色調は暗黄褐

色で胎土に石英粒と雲母・及び少量の角関石を含み，焼成は良好である。

1は復元口径が32cmの聾口縁部である。口縁は平坦で，器壁全面に丁寧なナデ調整を行なう。

3は高台付聾底部である。底径8cmでゆるく内反しながら安定した底部を形成する。 4は復元

口径が29cmの聾口縁部である。他の資料に比して胎土に多量の雲母と大粒の石英粒をふくんで

いる。 7は復元口径が17cm程の鉢であろう。淡い赤褐色で、胎土は精選され，金雲母を若干含む。

口縁部はやや下がり気味で，その内側の接合面に調整不十分なための凹みが残る。

これらの土器は弥生中期中葉から中期末にかけての資料であり， 2号溝の埋没時期の一点が

中期末噴にあったことを示している。

8~13は高杯の脚部である。短脚であり，欠損した裾部を推定して加えても 5~6cm程にし

かならない。

8は黄灰色で胎土に角閃石と雲母を含む。器壁は9聞と厚い。焼成は良いが，器壁に磨滅が

見られるため調整痕は明らかではない。胴部・底部とも欠損しているため全容は不明である。

9~13は何れも淡い赤褐色系の色調と精選された胎土を持つ。焼成は良好であるが調整痕はあ

まり明瞭ではない。脚部の裾は何れも大きくラッパ型に広がるが，完形品はなく全容を知り得

ない。杯身は底にやや平坦面があるが，すぐゆるやかに内湾しながら腕部にいたる。脚部は中

空ではなく，裾部との接合面から段をなして急速に広がる 9，11， 12， 13と接合面に段差が

見られずスムーズな広がりを持つ10のタイプがある。脚部の穿孔数は何れも脚と裾部の接合面

付近にあり，その数は11~13で 3 個が確認できるがれ 10では確認できない。

14は丸底の鉢である。胴部以上を欠損しているため器形の全容が不明瞭である。色調は明る

い赤褐色で，胎土は精選され，僅かに雲母を含む。調整痕は今一つ明瞭でないが，内部底面に

指頭による押圧痕が観察される。焼成は良好である。

9以下の資料はこれまで，大村市稗田遺跡3，4号住居牡から出土しており，報告書は布

留式の古段階を考えている。

註1 橋本幸男ほか「稗田遺跡J長崎県大村市稗田遺跡調査会 1988 
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2.鉄器 (Fig.28)

全部で7点の鉄器が出土した。

1は万子の先端部である。現存長4.8cm，幅1.5cm，厚みは背部で5mmで、ある。設損面があた

らしいので工事によって破損したものと思われる。 l号石棺周辺出土である。

2は鉄鉱の先端部である。平根鎮であるが，基部を欠損しているため全容が不明である。身

は薄く 3mm程で、ある。やはり 1号周辺から出土している。

3は万子である。先端部をやや欠損している。現存長llcmで、茎部長が3.4cmである。厚みは

背部分で4mmでおるが，茎部は断面が方形をなす。やはり l号周辺からの出土である。

4は2号石棺内出土の副葬品である。完形品で，全長9.3cm，幅1.2cmを測る。茎部長は 2cm 

程あるが，刃部との境部には明確な段はない。

5は鉄剣と思われるが，先端部，基部共に欠損しているために全容が不明である。現存長は

25cmで幅2.6cmを測る。身の厚みは7mmでト断面は菱形を呈する。 B地点表採資料である。

6は有袋鉄斧である。長さ8.5cm，幅5cm，袋部の厚さは2cmで'170gを測る。袋部は断面方

形で完全につながらない。 13号石棺周辺出土である。

以上の鉄器は何れも鍛造品である。

P L. 22 出土鉄器
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P L. 23 鉄器X線写真(縮尺不同)

鉄剣 (Fig.-5 ) 刀子 (Fig.-4)

鉄斧 (Fig.-6 ) 
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め

今回の発掘調査で確認した19基の遺構の内，石室であるし 18号と未調査の19号を除く箱式

石棺の特長を述べておきたい己

各遺構の計測表等についてはTab. 1 に掲載したが，長さ1. 5~1.7m程度のもの 6基， 1. 7 

とま3 • 

~1. 9m程のもの 8 墓，

0.4~0.6m程度の 2 タイプがあるが，長さと幅との聞には特に規則性は見られないようである。

ただ，石室としたし 18号は幅画0.9m以上あり，他の石棺とは明瞭に異なる。

石棺の方位については，石枕の位置から判断すると11基が酉または南西方向，

そして1.9~ 2 mのもの 2 基の 3 タイプが見られる。幅は0.3~0.4m と

1 3基が東，

この方位については石棺の基が南で不明1基となっている。圧倒的に西枕が多いことになる。

この遺跡においては明築かれた場所が特に地形的制約を受ける理由もないことを考慮すると，

確な埋葬方位の意識のもとに築かれたものと思われる。

石棺の構造については，側壁材がそれぞれ 3~4 枚と共通しているのに比べて蓋石の数に大

きな差が見られる。一般的に蓋石の数は5枚から多くて 9枚程度であるが17号石棺は11枚と多

7号石棺にいたっては20枚と不必要と思われる位の多さを有している。この場合，多くの

葦石を重ねることによって石棺内にドーム状の空間を作り出す例を有する，弥生時代以来の五

島列島註1や西北九州の海岸部沿いに見られる各遺跡の場合とは構造的にやや異なるが，遺構の

く，

これらの地域の伝統を引き継いで、いるものと思われる。

箱式石棺を主体とする墓地は，殆どの場合副葬品の僅少さからその正確な時期を決定するの

これまで経験では，やはり副葬品から時期決定が出来ない場合は，石棺の法

量すなわち棺の長径起が長い程時期が後出するという傾向や，棺床に栗石を持つ例は古墳時代

に多いということから時期を推定してきた。本遺跡の場合，全ての石棺が1.5mを越し，

上を多くの石材で覆う特長は，

は容易ではない。

また

8号のように弥生時代後期以降に見られる石

これらの事実を考膚、すると，弥生時代後期以降古墳時代にいたる墓地

であった可能性が高い。なお，特に18号については石棺系石室であることは前述した。このタ

イプはこれまで大村市黄金山古墳註4，小佐古石棺1号註5で知られていたが，有明海に面した古

墳では初例である。時期的には4世紀末から 5世紀中頃までに比定されよう。

2条検出された溝と墓地との関係等については後日稿を改めたい。

4， 3， また，棺床に砂利石を敷くものが有る。

蓋土壌が混在している。

1984 

1974 

1988 

小値賀町教育委員会 「神ノ崎遺跡」 小値賀町文化財調査報告書第4集

佐世保市教育委員会 「宮の本遺跡」 佐世保市埋蔵文化財調査報告書 1970 

多良見町教育委員会 「化屋大島遺跡」 多良見町文化財調査報告書第2集

小田富士雄 「長崎県大村市・黄金山古墳」 九州考古学39・40 1970 

大村市教育委員会 「小佐古石棺墓群j 大村市文化財調査報告書 第13集

~ 56 
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長崎県高来町中江遺跡出土の人骨閥、

聖司I和信ヘ長島耕一ヘ佐伯哲秋本，野田分部

めじl土

長崎県北高来郡高来町大字下与名字中江に所在する中江遺跡は，高来町小江地区県営圃場整

高来町と長崎県教育委員会文化課備事業のために1991年(平成3年)10月から11月にかけて，

6基の石棺から 6体の人骨が検出された。によって調査され，

その位置付けは内藤芳篤らに

この地域の人々のそれに続く時代の人骨はほとんど出土しておらず，

骨格がどのように変化していったのか解明されていないのが現状である。本遺跡出土人骨のう

ち1体は古墳時代に属するものであり，また，地理的にみてこの遺跡は有明海に面しているこ

長崎県においては弥生時代人骨は比較的多数が出土しており，

よってなされているが，

とから，有明海沿岸地域との関係を捉えるうえでも，人骨の特徴について報告を行うことは重

要であると考えられる。人類学的観察および計測を行い，興味ある結果を得たので報告する。

資料・方法

それらのうち Tab.2に示し中江遺跡においては18基の石棺と 1基の古墳が発掘調査され，

ているように 6基の石棺から 6体の人骨が検出された。発掘時の調査並びにその後の分析の結

1石棺に複数体を埋葬した例は見出せなかった。各人骨の所属の時代は，別稿で述べ

1号石棺人骨については古墳時代に属するものと考えら

れているが，他の5人骨については弥生時代に属するのか古墳時代のものかは確定されていな

果では，

られているように考古学的所見から，

主な人骨の残存状態は Fig.29に示しているとおりである。また，し〉。

の方法に従ったが，腔骨の横径についてはオリピエの方法計測は， Martin-Saller (1957) 

で行った。

人骨資料Tab. 2 

考備イt時構遺年齢性別人骨番号

古墳箱式石棺熟年男性1号石棺人骨

弥生~古墳箱式石棺不明不明4号石棺人骨

朱(頭蓋)

朱(頭蓋下の土)

弥生~古墳

弥生~古墳

弥生~古墳

弥生~古墳

箱式石棺

箱式石棺

箱式石棺

箱式石棺

不明

熟年

不明

不明

男性

不明

6号石棺人骨

8号石棺人骨

16号石棺人骨

不明

*長崎大学医学部解剖学第二教室

一日一

不明17号石棺人骨

ミ
ヘ
J

いい盆



|号石棺人骨

(男性，熟年)

4号石棺人骨

(不明，不明)

17号石棺人骨

(不明，不明)

....... 一一

8号石棺人骨

(不明，不明)

一司

げ
ν~
可

。。

16号石棺人骨

(男性，熟年)

Fig.29 人骨の残存図(アミかけ部)
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所見

各骨の計測値は，文末に一括して掲げている。

1号石棺人骨(男性，熟年)

1.頭蓋

脳頭蓋は左側と底部を，顔面頭蓋は左側の頬部を欠損している。脳頭蓋の骨壁は厚くはない

が，眉上弓が発達し，眉間も前方に強く突出しており，外後頭隆起も発達している。縫合は矢

状および、冠状経合の内板が閉鎖，外板は半分程度閉鎖している。また，顔面では暁合形式も紺

子状暁合に近く，歯槽性の突顎は認められない。

脳頭蓋の計測値は，頭蓋の前後方向の径を示す最大長が191皿と長く，頭蓋の最大幅は右半

の径を 2倍することによりもとめると (144[72凹 x2 J)皿となる。したがって頭蓋長幅示数

は (75.39) となり，頭型は長頭型に近い中頭型に属し，長頭傾向がうかがわれる。

顔面頭蓋の計測値は，顔面の幅を示す計測項目の一つである中顔幅は右半の径を2倍するこ

とによりもとめたもので (104[52凹 x2 J)皿，また，一般的に言われる顔の長さを示す顔高

は114皿，上顔高は68阻で，したがって顔のプロポーシヨンを示す顔示数 (Virchow's)は

(109.62) ，上顔示数 (Virchow's)は (65.38)を示し，顔面形態の分類ではそれぞれ過広

顔型，広上顔に極めて近い中上顔型に属す。また，眼嵩の形態を示す眼嵩示数は72.34(右)

を示し，分類では低眼宵に属し，鼻部の形態も鼻示数は56.86を示し，過広鼻に近い広鼻型に

属す。つまりこの人骨の顔面は，眼嵩および、鼻部を含み低顔傾向が著明である。

下顎骨については下顎体が頑丈で，下顎枝の幅も広い。

醤はほとんどが残っており，これを歯式で示すと次のとおりである。

暁耗の程度は切歯群がBrocaの3度で，その他の歯は2度である。風習的抜歯は認められ
ない。

2.四肢骨

左側の鎖骨の一部と上肢骨の小骨片が残存しているが，保存状態が悪く計測はできない。下

肢骨等は工事により欠失したものと考えられる。

3.性別・年齢

この人骨は骨盤が残存していないのでこれからの性別の推定はできないが，頭蓋の眉聞や外

後頭隆起はかなり特徴的で，男性と推定される。推定年齢は，縫合の閉鎖はかなり進行してお

り，また，暁耗の程度もやや強いことから，熟年に相当するものと考えられる。
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4号石棺人骨(不明，不明)

頭蓋の一部のみ残存していた。骨種が同定されたのは，前頭骨，左側頬骨，左側上顎骨およ

び下顎骨の一部である。いずれも腐朽がひどく，骨の長さや頑丈さを知ることはできない。ま

た，下顎骨に付随して数本の歯の痕跡が認められたが，歯種および乳歯か永久歯か否かについ

ても不明である。したがって性別および年齢の推定もできない。

6号石棺人骨(不明，不明)

頭蓋は，脳頭蓋が約10X8 cmの大きさで残存しており，おそらく頭頂部と推測される。縫合

の有無および骨壁の厚さは不明である。四肢骨については，大腿骨の骨体中央部付近が骨片と

なって残っているが，左右の別は不明である。したがって性別および年齢は不明である。

8号石棺人骨(不明，不明)

頭蓋については，脳頭蓋の一部と考えられる骨細片が残存しているが，骨種は不明である。

四肢骨は，大腿骨と腔骨が残存している。このうち大腿骨は右側が小骨片，左側と骨体中央部

後面の一部である。腔骨は右側が小骨片，左側は骨体中央部で，左側については計測が可能で

あった。骨体周は74nnn(左)，骨体中央断面示数は64.29(左)で値は小さくて，骨体は扇平で

ある。

性別の推定については各骨の太さから推定される場合もあるが，この人骨では参考資料が腔

骨のみであり，危険が大きいので性別の推定は行わない。また，年齢も不明である。

16号石棺人骨(男性，熟年)

1.頭蓋

脳頭蓋のみが残っている。前頭結節は良く発達し眉上弓の隆起は弱く，骨壁も薄いので，一

見女性骨の印象を受けるが，乳様突起の基部は大きしまた外後頭隆起は後方に強く突出して

いる。縫合は内板が閉鎖し，外板はブレグマの周囲のみが聞いている。

脳頭蓋の計測値のうち頭蓋最大長は173皿，頭蓋最大幅は133皿で，脳頭蓋は小さい。頭蓋長

幅示数は76.88となり，頭型は長頭型にやや近い中頭型に属している。

2.四肢骨

1 )上肢骨

上腕骨は，右側は遠位端，左側は脅頭を欠損している。計測値表には掲げていないが，両側

を合わせて最大長を計測してみると， 295nnnとなる。骨体の周径は小さく，骨体は長さの割に

細い。骨体断面示数は65.22(右)， 66.67 (左)となり，骨体には強い扇平性が認められる。

前腕では，榛骨の最大長が計測でき， 230皿(左)の値が得られ，これを用いての推定身長

はピアソン法では161.16cm，藤井法では159.30cmが算出された。
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2 )下肢骨

大腿骨はやや細く，骨体後面の粗線のうち外側唇は発達しているが，柱状形成の像は認めら

れない。しかしながら，上骨体断面示数は75.86(左)を示して示数値は小さし骨体上部は

扇平である。

腔骨も大腿骨と同様に骨体は細く，ヒラメ筋線などの筋付着部の発達も良好である。また，

骨体の横断面形を表す中央断面示数および栄養子L位断面示数は，それぞれ62.07(右)， 65.52 

(左)， 64.71 (右)， 63.64 (左)となり，示数値は小さく，骨体に扇平性が認められる。

3.性別・年齢

性別は骨盤をつくる寛骨の大坐骨切痕の形態と外後頭隆起の発達の程度から男性と推定した。

年齢については，先ず高年齢で癒合する寛骨等の骨端が癒合を完了していることから成人であ

る。また，縫合のほとんどが閉鎖前であることと老人性の骨変化を強く示す部位が見当たらな

いことから，熟年とした。

4.埋葬状態

発掘時の所見と整理過程で得られた所見を総合すると，伏臥埋葬と判断される。上肢につい

ては左側上肢は手を頭部の下におき，右側上肢は下肢とは逆方向において屈しており，下肢は

ほぼ伸展して埋葬されている。特異な埋葬形態と考えられるので記載しておく。

17号石棺人骨(不明，不明)

頭蓋は下顎の右半が残存しているが，辛うじて部位が同定できる程度である。四肢骨では上

腕骨と大腿骨が残存している。共に腐朽が激しく，上腕骨と発掘時の所見から右側と判断され

たが，大腿骨については左右の別は不明である。

全体的に保存状態が悪く，性別および年齢の推定はできない。

考察および総括

長崎県から佐賀県にかけての遺跡から出土した弥生人骨は，これまでに内藤芳篤らによって

収集され，脊振山系によって隔てられた北部九州の平野部出土の弥生人と西北九州の海浜部出

土の人骨群に分けられている。前者は高顔，高身長を特徴とする人骨群で，後者は低広顔，低

身長を特徴としており，このことから内藤は後者を縄文人の継続と考え，同時代に地域を異に

して二系の弥生人が存在していたことを明らかにした。この論は作業仮説として定着しつつあ

るが，同時に，これに先立ち三津遺跡(佐賀県東脊振村)および土井ケ浜遺跡(山口県豊北町)

の資料をもとに弥生人の渡来説を展開した金関らの論の補強にもなっている。

ここで報告する中江遺跡は，地理的にみて縄文系弥生人骨が出土している長崎県の西海岸部

と渡来系と考えられている弥生人骨が出土する佐賀県平野部の中間にあたること，また有明海

に面していることから，海を介しての人的交流の痕跡は伺われるのか否か。先述した弥生人が
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弥生中期を中心とする人骨群であるのに対して， 1号石棺出土人骨は古墳時代に属しており，

時代的変化が認められるのかの観点から考察を試みた。

頭蓋に関して，西北九州タイプの弥生人とされている西北九州弥生人(内藤)および大友弥

生人(佐賀県呼子町)，北部九州タイプの弥生人とされている三津弥生人(佐賀県東脊振村)

および二塚山弥生人(佐賀県東脊振村)の計測値と Tab.3において比較してみる。 1号石棺

人骨(古墳時代)の頭蓋長幅示数は比較群の各平均値よりも小さく，長頭の傾向が認められる

また， 16号石棺人骨(弥生~古墳)も程度は弱いが同様の傾向を示している。

顔面頭蓋では， 1号石棺人骨の中顔幅は比較群と大差はないが，顔高は西北九州および大友

弥生人よりも小さし高顔である三津および二塚山弥生人との差は大きい。上顔高も西北九州

および大友弥生人の平均値に近く，三津およびニ塚山弥生人よりもかなり小さい。したがって，

ウイノレヒョウ氏の顔示数は，三津および二塚山弥生人はもとより西北九州および大友弥生人

よりもさらに小さい示数値を示している。上顔示数は西北九州および大友弥生人に近似して，

三津およびニ塚山弥生人よりもかなり小さい示数値を示しており，つまり，顔面には強い低顔

傾向が認められる。眼嵩の形態を示す眼簡示数は，西北九州および大友弥生人よりも小さい示

数値を示し，鼻示数は大きい示数値を示して，西北九州タイプの弥生人以上に低限嵩および広

鼻(低鼻)の傾向が強い。

Tab.3 頭葦計測値比較(男性) (阻)

中 江 西北九州 大 友 津 二塚山

計測項目 1号石棺 16号石棺 (弥生) (弥生) (弥生) (弥生)

(宙墳) (弥生~古墳) n M n M n 恥f n M 

1 頭蓋最大長 191 173 21 182.8 24 183.7 15 184.7 13 183.0 

8 頭蓋最大幅 (144) 133 20 145.0 24 143.3 10 145.6 14 143.5 

8/1頭蓋長幅示数 (75.39) 76.88 20 79.2 20 77.9 10 78.5 12 78.1 

46 中顔幅 (104) 17 105.0 24 101.8 10 104.3 6 106.0 

47 顔高 114 14 117.1 18 118.7 10 125.0 9 122.6 

48. 上顔高 68 17 68.1 16 66.6 13 74.5 10 71. 6 

47/46顔示数 (V) (109.62) 14 111.8 17 116.6 8 121. 6 5 117.5 

48/46上顔示数 (V) (65.38) 17 64.8 15 64.7 10 71. 7 6 69.6 

51. 眼寓幅(左) 47(R) 15 43.1 23 44.0 14 42.9 9 44. 7 

52. 眼禽幅(左) 34(R) 15 32.8 24 33.5 13 35.3 12 36.1 

52/51眼禽示数(左)72.34(お 15 76.2 22 76.5 13 82.5 9 81. 4 

54 鼻幅 29 16 27.8 25 27.4 13 27.2 11 26.3 

55 鼻高 51 16 51. 0 23 50.7 14 53.0 11 55.2 

54/55鼻示数 56.86 16 54.4 22 54.5 13 51. 4 11 47.8 
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Tab. 4 四肢骨計測値比較(男性，右) (皿)

中江 大友 三津 二塚山

16号石棺 (弥生) (弥生) (弥生)

(弥生~古墳) n M n M n M 

1 最大長 9 294.3 4 309.8 2 300.0 

7 骨体最小周
上腕骨

60 37 64.6 13 67.2 9 65.9 

7 (a) . 中央周 64 35 71.0 12 69.9 

6/5 骨体断面示数 65.22 37 73.6 13 76.5 12 74.5 

8 骨体中央周 80(L) 41 87.2 13 91. 0 25 91. 8 

大腿骨 6/7 骨体中央断面示数 100.00( L) 41 111. 7 13 105.9 25 108. 7 

10/9 上骨体断面示数 75.86(L) 42 81. 3 14 88.8 21 82.5 

10. 骨体周 76 34 82.9 12 89.9 20 84.2 

骨 10b 最小周 69 34 75.4 12 80.8 11 76.6 
腔

中央断面示数9/8 62.07 34 68.0 12 71. 6 20 72. 7 

9 a/8 a 栄養孔位断面示数 64. 71 30 67.2 12 68.0 16 70.9 

四肢骨については， 16号石棺人骨(弥生~古墳時代)の計測値と他遺跡の弥生人の成績を

Tab. 4に示している。先ず，各骨の骨体の大きさは， 16号石棺人骨の屑径は大友弥生人より

も小さく，三津および二塚山弥生人に比べて非常にきゃしゃである。また，上腕骨，大腿骨骨

体上部および腔骨の断面示数は，大友弥生人よりも小さい示数値を示して骨体の扇平性も強く，

示数値の大きい三津およびこ塚山弥生人との差は著しい。

以上，中江遺跡出土の人骨は，顔面は強い低顔傾向を示す。四肢骨はきゃしゃで，骨体には

強い肩平性が認められることを特徴としており，北部九州タイプの弥生人の要素は形態的には

ほとんど認められない。今後有明海沿岸地域で弥生時代に続く時代の人骨が追加され，面的な

広がりをもつことを期待したい。

く摺筆するにあたり，本研究と発表の機会を与えていただいた長崎県教育委員会文化課ならび

に高来町教育委員会の諸先生方に感謝いたします。〉
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Tab. 5 脳頭蓋計測値 (醐) Tab.6 顔面頭蓋計測値

1号石棺 16号石棺
(皿)

人骨番号
(男性) (男性) 人骨番号

1号石棺
(男性)

1. 頭蓋最大長 191 173 

8. 頭蓋最大幅 (144) 133 40 顔長

17. パジオン・ブレグマ高 41. 側顔長

8/1頭蓋長幅示数 (75.39) 76.88 42. 下顔長

17/1頭蓋長高示数 43. 上顔幅 112 

17/8頭蓑幅高示数 45 頬骨弓幅

9. 最小前頭幅 98 46. 中顔幅 (104) 

10. 最大前頭幅 47. 顔高 114 

5. 頭蓋底長 48. 上顔高 68 

11 両耳隔 120 47/45顔示数 (K)

12. 最大後頭幅 48/45上顔示数 (K)

13. 乳突幅 47/46顔示数 (V) (109.62) 

7 大後頭孔長 48/46上顔示数 (V) (65.38) 

16. 大後頭孔幅 50. 前眼宮間幅

23 頭蓋水平周 44 両眼筒幅

24 横弧長 51 限鶴幅(左)

25 正中矢状弧長 眼笥幅(右) 47 

26. 正中矢状前頭弧長 124 120 52. 眼宮高(左)

27 正中矢状前頂弧長 120 眼寵高(右) 34 

29 正中矢状前頭弦長 111 104 52/51眼寵示数(左)

30 正中矢状前頂弦長 105 眼寵示数(右) 72.34 

54 鼻幅 29 

55 鼻高 51 

54/55鼻示数 56.86 

56 鼻骨長

57. 鼻骨最小幅

57(1). 鼻骨最大幅

60. 上顎歯槽長

61. 上顎歯槽幅

62. 口蓋長

63. 日薫幅

64 口蓋高

66. 下顎角幅 102 

67 前下顎幅 50 

69. オトガイ高 29 

69(1). 下顎体高(右) 30 

下顎体高(左) 30 

69(2). 下顎体高(右)

下顎体高(左) 31 
71a 最小枝幅(右) 35 

最小枝幅(左)
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Tab. 7 上腕骨計測値 (mm) Tab.10 大腿骨計測値 (皿)

人骨番号 16号石棺 人骨番号 16号石棺

(男性) (男性)

(右) (左) (右) (左)

5 中央最大径 23 21 6. 骨体中央矢状径 25 

6. 中央最小径 15 14 7 骨体中央横径 25 

7 骨体最小周 60 55 8. 骨体中央周 80 

7 (a). 中央周 64 60 9. 骨体上横径 29 

6/5 骨体断面示数 65.22 66.67 10. 骨体上矢状径 22 

6/7 骨体中央断面示数 一 100.00 

Tab. 8 樟骨計測値 (凹) 10/9 上骨体断面示数 75.86 

人骨番号 16号石棺

(男性)
Tab.11 腔骨計測値 (皿)

(右) (左)

1 最大長 230 
人骨番 号 8号石棺 16号石棺

(不明) (男性)
2 機能長 222 

3. 最小周 40 40 
(右) (左) (右) (左)

4 骨体横径 15 14 8. 中央最大径 28 29 29 

4 a 骨体中央横径 15 14 8 a. 栄養孔位最大径 34 33 

5. 骨体矢状径 12 11 9. 中央横径 18 18 19 

5 a. 骨体中央状径 12 11 9 a. 栄養孔位横径 22 21 

5 (5). 骨体中央周 43 40 10. 骨体周 74 76 77 

3/2 長厚示数 18.02 10 a. 栄養孔位周 89 87 

5/4 骨体断面示数 80.00 78.57 10b. 最小周 67 69 71 

5 a/4 a中央断面示数 80.00 78.57 9/8 中央断面示数 64; 29 62. 07 65. 52 

9 a/8 a栄養孔位断面示数 一 64.71 63.64 

Tab. 9 尺骨計測値 (mm) 

人骨番号 16号石棺 Tab.12 排骨計測値 (皿)
(男性)

(右) (左)
人骨番号 16号石棺

(男性)

11 尺骨矢状径 15 15 
(右) (左)

12. 尺骨横径 15 16 

S. 中央最小径 12 
2 中央最大径 14 

12 

L 中央最大径 15 15 
3. 中央最小径 11 

C 中央集 43 43 
4 中央周 40 

11/12 骨体断面示数 100.00 93.75 
3/2 中央断面示数 78.57 

S/L 中央断商示数 80.00 80.00 
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P L. 24 

頭蓋上面 頭蓋上面
|号石棺人骨(男性，熟年) 16号石棺人骨(男性，熟年)

頭蓋全面 頭蓋側面

|号石棺人骨(男性，熟年)

一 67-



(
弘
明
採
語
、
献
)
申
〈
挺
岡
山
叩
由

「

Pし. 25 

68 -



L 

IV 上田井原遺跡、の調査

一、 調査方法と概要

本遺跡は北高来郡高来町小江峯名上田井原に所在する。この小江峯名は昭和31年に湯江村と

合併して高来町となるまでは小江村の行政区であった。小江川河口には干潟干拓による水田が

あるが， r小江Jという地名からして元々は小さな入江を形成していたことが考えられる。江
戸期当村には万匠が居住し，初代の伊予大捺をはじめ宗次などを名乗った注1。南部を長崎街道

浜通り(多良越え往還)が通り，地区にはー里松の地名が残っている。

地理的には多良岳の南麓に位置し，西を諌早市に接し，小江川によって形成された沖積地上

に立地している。本遺跡は弥生時代から古墳時代にかげでの包蔵地として周知されていたもの

で (Fig.2 -21)，周辺の遺跡としては，中世の山城である小江城跡 (Fig.2 -20)，古墳時

代の田淵遺跡 (Fig.2 -22)等がある。

今回の調査は，上田井原地区に農業基盤整備事業の計画が策定されたのに伴って実施したも

ので，まず当該の周知の遺跡の範囲を調査対象区域 (9，337m') として試掘調査を行った。こ

の調査結果から当該事業の主体者である諌早耕地事務所の方で遺跡の包含層にかからないよう

圃場の設計変更をしてもらったが，小江}I/からの取水口との水位差の関係からどうしても設計

変更が不可能な範囲 (550m')については本調査を実施した。調査期間は，試掘が平成2年11

月19日'"'-'11月29日。本調査が平成3年9月27日'"'-'10月9日の問で実施した。

なお，周知の遺跡以南においても表土を剥がして黄褐色土層が露出した段階で，分布調査し

たところ，土器や黒曜石の散布がみられたので，試掘墳を 2箇所入れたところ， TP14に於い

ては，黄褐色土層の下に灰色土層があ、り，その下の暗灰色弱粘質土層から良好な弥生時代前期注2

(板付11式並行の査，そして「亀ノ甲タイプJの刻目突帯文土器，器面調整を丁寧に行う弥生
期の刻目突帯文土器，打製石斧，石錬他)の一括の資料を検出した。

また， TP15に珍いては，標高7.73mの地表下， 2m下まで灰青色のグライ土壌が認められ，

中に棒状の木片等もあった。このTP14についても，工事が包含層にかかる恐れがあったので，

設計変更によって包含層より30cm上までは工事が及ばないようにしてもらった。 TP15につい

てもグライ土壌の部分は残存することとなった。

そして，田淵遺跡の西側部分の松尾永一氏所有の水田でも土師器の聾等が採集されたことか

ら，田淵遺跡がここまで広がるものと判断されるが，この部分についても緊急調査を行った。

以下に試掘調査の概要から記してみたい。

ニ、試掘調査(周知の遺跡範囲)

1.試掘調査の概要

調査対象地に磁北と東西の基準線を設け，概ね25mの方眼に 2mX2mの試掘横を 1箇所ず

つ，計15箇所設定した。地形等の条件により，任意に設定した所もある (Fig.30)。
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試掘の結果TP 1， 7 ， 8， 9， 10， 11， 13の7箇所から縄文時代晩期と古墳時代，中世の遺構

@遺物を確認した。

特に， TP 8に斡いては，古墳時代の土師器を包含する層と，その下層の縄文時代晩期の包

含層からそれぞれの時期の柱穴の検出と土器が出土したことから，各々当該期の建物跡が存在

したものと思われる。この縄文時代晩期の柱穴の近くからは炭化材も検出している。

このTP8は遺構の広がりを見るために 4mX4mに拡張した。

TP9では，柱穴等は確認できなかったものの，古墳時代の包含層から 5個体分の高杯が出

土した。これは、祭把と関連があるものと思われる (Fig.33)。

TP7では第4層の黒色土層から古墳時代の完形の土師器の碗が出土した。第3，4層とも

に古墳時代の包含層と判断される。第4層の黒色土層は， TP 7にだけ堆積している。 3mx

3mに拡張。

TP10では，地表下1m50cmの3g層から (Fig.31)，木製品が出土しているが，同時に古

墳時代の土師器・須恵器等が出土した。このTP10は小江川に近く，現状は水田になっている

ものの，古墳時代の頃は河川の流路に近かったことを示していると思われる(2層の水田床土

TP-l0 

北壁

TP-8 

北壁

d 1金

TK;-0 も 4 仇qZ
1吃方ポ ーーーーーーーー一ーーー一ーーー一日ーー

黒色土(柱穴)

東壁

-f¥~一一ー一三一-.((，初孫ガトJ

東壁

T P -10 
| …ー表土

2 ……黄灰色土層
3 a…・・黄褐色土層
3 b……灰黄色土層
3 c・…"I.炎黄褐色土層(縮砂，川砂混じり)
3 d……灰色砂層
4 a……灰色砂質土層(やヤ粘性あり)
4 b..…灰色粘性土層
4 c……灰色砂磯層(古墳待代の包含層)

TP-8 
1… 表土
2… 黄灰色土層
3.…・・黄褐色土層(古墳時代の包含層)
4...・暗灰色土層(縄文時代晩期の包含層)

Fig.31 上回井原遺跡試掘調査土層図

-71 



九
ev
el

1
3
1
.
4
0
m
 

l
区
西
壁
(
北
半
)

Le
ve
l 

ユ
ー
ボ
の
取
り
の
こ
し

l
区一

一
二
二
三
二
二
プ
J

5
…
・
黄
灰
色
土
(
や
や
バ
サ
パ
サ
し
て
い
る
)

6.
…
・
暗
灰
色
土
(
や
や
バ
サ
パ
サ
す
る
も
硬
く
し
ま
っ
て
い
る
)

1
 

_L_
3
 
~
 

3
区
北
壁
一
一
3

一
一
ー
コ
ー
こ
三
三
号
獄

L
一
一
一
一
一
一
一
一
二
三
二
三
二
三
二
三
三
三
二
二
二
ι
一一
L
一
二
二
二
二
二
二
二
二
三
一
一
一
て
二
二
三
二
一
一

二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
主
二
=
ご
一
一
一
一
一
一
一
一
一
-
-
-
-
~
一
一-

戸

↓
 

3
区
東
壁
(
北
半
)

一
一
一
一

1
2
.
9
0
m
 

3
区
東
壁
(
南
半
)

L
 

一
一
ご
一
ー
で
r
=
二
一
一
一
一
一
一
一
一

2
 

~
盟
L
ー

一
一
一
一
一
一
十
一
一
一
1
2
.
9
0
m

-
ι
~
ーー
ーー
ー
一白
山町
一一
一一
ー一
目ー
一
ー一
ー_
_

4
 

F
i
g
.
3
2
 
上
回
井
原
遺
跡
本
調
査
土
層
図



の下層に川砂の堆積が認められる)。このTPI0も2mX3mに拡張した。

TP13の層では中世期の瓦器碗が出土した。

試掘調査時の出土遺物としては，縄文時代の晩期の土器，古墳時代の土師器，木製品，中世

期の瓦器碗等が出土した。

2 .土層

TP8の土層を以下に示すと。

1層……表土層(水田の耕土)

2層……黄灰色土層(水田の床土)

3層……黄褐色土層(古墳時代の土師器を包含する)

5層……暗灰色土層(縄文時代晩期の包含層)

となるが， TP 7のように 3層の黄褐色土層の下に 4層として黒色土層があるところや， T

PI0のように 2層の水田の床土が厚く，また，その下層に川砂の砂層の堆積が認められるとこ

ろもある。

。

3m 

。

q 
t 。白
dFV 
O J文時代晩期の土器
の唱。

00 
』守

T 。て@
炭化材 司、:
ふ汐 06

@(/ 0 (l) 

。 拡張問Jかた

(ぷこ
Cコ

Fig.33 上田井原遺跡 (TP 8)柱穴等検出状況
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Fig.34 上回井原遺跡 (TP 9)高杯出土状況

4.小結

①出土した遺物により時代的に重複する生活の跡であることが判った。古い順に縄文時代晩

期，古墳時代，中世期等。

また，縄文時代晩期の包含層と古墳時代の包含層があり，それぞれ柱穴等の遺構も確認され

たことから各々時代の建物跡と判断され，集落を形成することも考えられる。

②T P 5， 10において川砂の堆積が認められ，現在の小江川の流路とは違う河川の流れ，な

いしは洪水等の氾濫があったものと思われる。

註 1 r長崎県地名大辞典.!，角川書底， pp.204 
2 藤尾慎一郎『西部九州の刻目突帯文土器.1，国立歴史民俗博物館研究報告第26集，平成2年

3月，国立歴史民俗博物館等の文献を参考。
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品 、本調査

1.調査概要

調査対象地に任意の中心点を設け，そこから磁北に合わせて南北軸と，それに直交する東西

軸を設けて調査区を四分割した。調査区は時計回りに 1~4 区とした (Fig.35) 。

遺構・遺物等の検出及び出土状況は， 1区の中央から南にかけてと 2区の4層上面でピット

(柱穴)群を検出し， 1区の南端と 2区・ 3区で古墳時代の土師器の集中地点を 3層中より検

出したが，一部4層からも出土した。 3区では，東側の半分が傾斜して落ち込んでいく状況が

窺われ，試掘調査の知見と合わせて考察すると，東側の半分は旧河川の流路に近かったものと

思われ，この傾斜して落ち込んでいく手前の辺縁に土器を廃棄した状況が確認された。この 3

区では土器の集中はその範囲も広く，数量も多い。 1 区~3 区で土器の集中笛所は13箇所程認

められる。この13箇所の集中箇所のうち，第2集中箇所は査と高杯の構成であるし，第4集中

箇所は聾と高杯，第5集中箇所は，碗，壷，聾と高杯， ミニチュア土器で構成される。また，

10， 11集中箇所は，碗と警のみの構成となっており，その性格もバリエーションをもつことも

考えられる。

出土遺物としては，古墳時代の土師器の聾，査，高杯，碗， ミニチュア土器，須恵器，鉄鎌

等がある。高杯の出土する割合が高い。

2 .土層

試掘調査の結果から 3層の黄褐色土器からが遺物包含層であることが判っていたので， 1， 

2層は掘削器により排土した。 3区北壁の土層より東側』こ地形が落ち込んでいく状況が観察で

きる。

冊、出土遺物

1.土器他

出土した土器によりその所属する時期を古い順にみていきたい。まず，一番古いところでは

TP8の4層から出土した縄文時代晩期の粗製の聾がある (Fig.36-2)。次に古いところで

は，周知の遺跡の以南に位置するTP14の一括資料であろう「亀ノ甲タイプJのもの (Fig.44

-129~ 133， l35， 136)と，恐らくジャポニカ種と思われる籾痕を胴部に残す精製浅鉢 (134)，

山形文ではなく重孤文をもっところから板付II式に担当すると思われる査 (137)，器面調整を

丁寧に行う弥生期の刻目突帯文土器 (138~140) ，弥生時代前期の薯底部 (141) 等がある。こ

れらの129~141の土器の組成は複雑な様相をもっているが，刻目突帯文土器文化が繁栄した島

原半島・有明海沿岸地域での，弥生前期まで残存した刻目突帯文土器文化の一群としてとらえ

たいと思う。
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弥生時代中期・後期の資料は今回の調査では一点もなかったが， Fig.37-30の資料は，口

辱部の傾きの特徴等から，古墳時代初頭のものであろう。

土師器の古い方からみていくと，Fig41-82は，庄内系有段高杯の残存形態を思わせるもので，
註1

柳田康雄氏編年のIIIa式に相当すると思われる。また， Fig. 36-7， Fig.41-83等は，布留

系高杯の残存形態を思わせる杯の部分が円く内湾しながら立ち上がるもので，同じく柳田康雄

氏編年のIIIb式に相当するものだろう。 Fig.41-80は，口縁部の特徴からIIIb式の範曙に入

るものだろう。聾では，口縁端部が内傾するものがみられないことから， III b ~IV，そして，

一部V式の範轄に納まるものと思われる。 V式の高杯としては Fig.36-9等がある。 Fig.43
註2

-116は須恵器の杯身であるが，口縁の立ち上がりがやや内傾する特徴から舟山良一氏編年の

III期に相当するものだろう。

土師器の編年ではI1Ia式が4世紀後半， III b式が5世紀前半， IV式が5世紀中頃以後， V式

は5世紀後半になる。出土した数量からみれば5世紀代を主体としている。須恵器のIII期は，

6世紀中頃~後半になる。

Fig. 36-16~19の瓦器碗は松浦市の楼棺田遺跡等で類似資料が出土していることから 13~

14世紀のものであろう。 Fig.43-117，118の資料も底部に糸切りの跡のタヌキ痕が残ってい

るところから13世紀位の時期のものであろう。これらの資料の他にも，石鍋等の中世期の遺物

の出土を，松尾永一氏水田の調査区から検出した。ここから出土したふいごの羽口と，鉄淳も

中世紀に属するものか。他に古墳期の壷，鍋等もある。

註 1 柳田康雄 2 九州『古墳時代の研究 6~ 土師器と須恵器，雄山閣出版。

2 舟山良一 2 九州『古墳時代の研究 6~ 土師器と須恵器，雄山閣出版。
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Tab.13 上白井原遺跡出土土器観察表 ① (単位は皿， g) 

No 出土地区 器種 口径 器局 底径 色調(外・内) 特徴等

1 7m 鉢 123 45 淡赤樫色・ 11 l内底にツメ跡
2 8. P 1・囚 警 408 黄褐色・灰黄色

3 8. P 1・m 鉢 136 46 精黄褐色・淡赤種色

4 8.P1m 護 135 暗灰褐色・淡赤樫色

5 9・m 高杯 119 黄褐色・ 11 

6 9 • m 11 118 黄褐色・ 11 

7 9 • m 11 113 黄褐色・ 11 

8 9 • m 11 169 122 116 精赤積・淡赤横 外側に黒い付着物

9 10・IV 11 淡赤樟・ 11 

10 10・m 11 239 黒灰色・暗赤燈色 胎土・焼成とも良好

11 11・m 鉢 130 40 淡黄樟色・淡黄櫨色

12 11・IV 11 122 32 淡黄撞色・ 11 

13 11・IV 11 127 淡赤糧色・黒赤樟色

14 11・m 喜善 黒色・黄褐色

15 11.m 丸底蜜 赤燈色・灰黄色 内底に指頭痕

16 11・m 土師，椀 70 黒色・ 11 

17 13・m 11 67 灰黒色・黒灰色

18 13 • m 11 73 暗灰色・ 11 

19 13 • m 11 154 55 68 黒色・ 11 

20 1 • m・1 婆 182 310 淡灰黄色・ 11 

21 3 .皿・ 2 直口壷 132 淡灰燈色・暗灰黄色

22 3 • m・5 局杯 198 133 120 淡赤横色・ 11 胎土・焼成とも良好

23 3.m.3 鉢 150 53 淡赤燈色・ 11 外面に黒い付着物

24 3.m.3 11 150 55 淡赤樟色・ 11 

25 3.m.4 婆 180 淡赤黄色・ 11 

26 3 • m・4 11 168 淡黄褐色・灰褐色

27 3.m.4 11 180 灰褐色・淡黄色

28 3.m.4 11 189 黄褐色・黄灰色

29 3 • m・4 11 176 淡灰褐色・暗黄褐色

30 3 • m・4 11 299 灰黄色・黄褐色

31 3 • m・4 両杯 110 淡黄色・暗黄褐色

32 3.m.4 11 120 淡燈色・黄褐色

33 3.m.5 鉢 108 56 淡樟色・ 11 

34 3 • m・5 11 136 64 淡樟色・ 11 

35 3 • m・5 11 116 50 灰褐色・淡灰褐色

36 3.m.5 ミーチュア 46 33.5 淡澄色・ 11 
土器

37 3 • m・5 直口壷 104 淡灰黄色・灰褐色

※ Mは左の色調に同じ
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Tab.14 上田井原遺跡出土土器観察表 ⑧ (単位は皿， g) 

No. 出土地区 器種 口径 器局 底径 色調(外・内) 特徴等

38 3'III'5 直口壷 164 暗灰褐色・淡灰黄色

39 3 • III・5 護 170 

40 3.III'5 局杯 238 174 淡樟色・ /J 

41 3 • III・5 /J 127 淡黄色・ /J 

42 3.III'5 /J 145 灰褐色・ /J 内底剥落

43 /J 灰黄色・黄褐色

44 3 • III・5 /J 182 淡灰黄色・黄褐色

45 3 • III・5 JJ 約123淡灰黄色・ JJ ナデ仕上げ

46 3 • III・5 JJ 105 淡黄色・ JJ 

47 3 • III・5 JJ 129 暗黄灰色・黄褐色 ナデ仕上げ

48 3 • III・5 JJ 131 暗灰黄色・黄褐色

49 3 • III・6 小型丸底査 99 淡灰褐色・ JJ 

50 3 • III・6 鉢 160 62 明赤澄色・ JJ 内底に花弁状のへラ痕

51 3 • III・7 警主 黄褐色・灰褐色 腹径291

52 3 • III・9 JJ 160 赤澄色・ JJ 

53 3 • III・10 鉢 126 65 淡灰褐色・ JJ 

54 3 • III・10 JJ 140 53 淡赤燈色・ JJ 外底へフ削り

55 3 • III・10 JJ 160 63 赤樺色・淡赤樫色 外面に黒い付着物

56 3 • III・10 護 170 淡赤燈色・ JJ 

57 3 • III・10 JJ 190 淡赤糧色・淡灰色

58 3 .皿・ 10 JJ 170 淡赤燈色・淡灰黄色 内面に指頭痕あり

59 3 • III・11 鉢 141 50 明赤樫色・ JJ 

60 3 • III・11 JJ 146 51 黄褐色・淡赤糧色 外底へラ削り

61 3 • III・11 JJ 150 約55 淡灰黄色・ JJ 

62 3 • III・11 JJ 132 53 淡黄灰色・赤樫色

63 3 • III・11 JJ 138 57 黒褐色・明赤燈色

64 3 • III・11 JJ 138 62 暗赤樫色・赤褐色

65 3 • III・11 JJ 159 71 暗赤樺色・ JJ 

66 3 • III・11 JJ 155 暗黄櫨色・ JJ 

67 3 • III・11 護 160 暗灰黄色・灰黄褐色

68 3 • III・11 JJ 178 黄灰色・灰黄色 胎土に砂粒多し

69 3.III'11 JJ 200 精灰色・ JJ 

70 3 • III・11 JJ 淡灰褐色・ JJ 2 ~10mmの石英粒等混じる

71 3 • III・11 JJ 244 暗灰色・暗灰褐色

72 3 • III・11 JJ 162 285 灰黄色・黒褐色

73 3 • III・12 鉢 130 63 赤燈色・ JJ 

74 3 • III・ 赤樫色・ JJ 
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Tab. 16 上回井原遺跡出土土器他観察表 ④ (単位は皿， g) 

No 出土地区・層位 器種 口径: 器高 底径 色調(外・内) 特徴等

112 4 • IV 鉢 98 52 暗灰褐色・暗赤褐色

113 4 • IV 小型丸底壷 赤糧色・灰黄色 内底に指頭痕

114 11・IV ~? 稽灰色・淡灰色

115 4黒 護 265 赤樟色・ II 

116 TP5.m・IV 杯身 灰色・ II 

117 TP5 土師器杯 140 34 98 淡援色・ II 底部糸切り

118 II !! 132 32 93 !!・!!

119 As:・8・1・712② 護 160 糞褐色・淡灰褐色

120 松尾永・水旧・表彩 !! 220 淡樟色・ !! 

121 TP5 高杯 淡赤燈・ !! 

122 TP4黒色土 鍋? 黄灰色

123 マツ黒 叩石 縦横126 
100 

124 2次 7 石鍋 灰色

125 TP4黒 !! !! 

126 TPl黒 !! !! 

127 東丘m黒色土 器台 淡灰燈色・ !! 

128 TP2黒 >J>J口 全長幅149 
88 淡白色・淡黄灰色

129 南 き蓄 淡灰樟色・ !! 

130 南 !! 暗赤糧色・赤檀色

131 南 !! 淡樺色・暗褐色

132 南 !! 暗赤撞色・赤燈色

133 南 !! 暗灰色・灰黄色

134 南 浅鉢 220 暗赤樟色・黒色

135 南 窪 226 暗赤掻色・赤樫色

136 南 警・底 85 暗灰褐色・暗赤樫色

137 南 査 64 淡灰褐色・ !! 

138 南 き霊 灰黒色・暗灰色

139 南 !! 暗灰色・淡灰黄色

140 南 !! 黒灰色・暗灰色

141 南 護・底 77 暗灰色・灰褐色

142 鉄弓製て司局品 長 90幅 55 厚18

143 TPI0 木弓製ミ号耳品 長334県雷192 厚56
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2.石器

ここではTP-14から検出された石器群を取り上げる。剥片・砕片類まで含め総数296点。

包含層は第3層。調査時の所見によれば，垂直的に20cm前後の深度幅に集中して出土している。

平面分布を追求するため長軸方向に拡張したが，集中箇所は当初の範囲に限定されていた。

伴出遺物は 1個体の板付II式を除き，全て縄文時代晩期終末の突帯文土器及び精製磨研土器

である。狭小な範囲から出土した本石器群は，その量の多さと密度に加え，伴出土器の単純性

などから考えて，時間的・空間的に極めて限定された，該期の一括資料として捉え得るものと

思われる。調査の性格上，必ずしも集中箇所の全貌を把握できたわけではなしそれゆえ遺物

の回収率にも問題を残しているが，一応の器種別組成表を示しておく (Tab.17)。

表から明らかなように，本石器群の特徴は剥片・砕片類の多量さにある。二次加工を施した

剥片石器としては石鉱，石鍍未製品，尖頭状石器，尖頭状石器未製品，掻・削器類があるのみ

で，これに扇平打製石斧および叩石を加えた組成内容を示しており，全体として貧弱な印象を

受ける。その一方で器種として剥片・破片類に分類されながら，縁辺部に微細な剥離痕を残す

資料の占める比率が高い。加工の有無に関わらず，こうした使用痕跡(と思われる剥離痕)を

有する剥片類の多さが，本石器群の一面を特徴づけていると言えよう。

石器群の分布の遺存状態についての詳細な検討はできなかったが， 11点の石核と大量の剥片

・砕片類，未製品の存在，叩石を伴う点などから，石器製作杜的な場であった可能性が高い。

{石器群の石材】 剥片石器群の石材は黒耀石とサヌカイト質安山岩の 2種類のみである。

黒曜石は漆黒色を呈する良質のものが多いが，爽雑物を含む暗灰色の粗悪なものも散見される。

サヌカイト質安山岩は，もちろん剥片石器石材として利用し得る程度の轍密さはあるものの，

概して肌が荒く，良質とは言い難い。打製石斧と叩石の石材は輝石安山岩と思われる。

50 

先頭状石器(未)

掻・削器

サ質安山岩

打製石斧

黒
曜
石
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鉱】 (Fig.45 -1 ~ 9 ) 完形またはそれに近いものが多い。総じて墓部の挟り込み

は浅く，平面概形は正三角形を呈するもの (2，4，6) と二等辺三角形のもの(1， 7，8) と

がある。後者のうち 7，8は肉厚・非対称形で端部加工も鋭さを欠くなど，多くの点、で共通性

が認められる。 9は石鯨に含めたが，サイドプレイドとすべきか。丁寧な両面加工を施している。

【石鉱未製品】 (Fig.45- 1O~12) 石鍛の未成品と思われるものを一括した。素材の用い

方は様々だが10，11のようにパフ、ルを上位にする例が多い。 12は剥片錬としての完成した形か

もしれない。砕片類を入念に観察したが，石鯨チップと思えるものは見出せなかった。

【尖頭状石器】 (Fig.45-13~17) 二次加工が，器体整形あるいは尖頭部の作出を主目的

にしていると思われる一群である。 13は石槍の基部破片と思われる。 14は粗い加工によって正

三角形状に仕上げたもの。 15は爽雑物を含むあまり良質ではない黒耀石の剥片を素材とする。

背面の尖頭部にはやや丁寧な加工が見られるが，全体としては粗雑な加工に留まっている。主

要剥離面側の大きな剥離痕は素材の厚さを減じるためか。 16は大きめのサヌカイト質安山岩製

剥片を素材とするもので，主要剥離面側からの加撃によって全体を整形した後，パルプを除去

するように尖頭部を作出している。 17の素材も16と同様であるが，本来の形状を大きく変形す

ることなく全体を整形している。尖頭部の作出は認められず，主要剥離面側縁辺部の連続的な

剥離痕をスクレーパーエッジと見ることもできそうだが，裏側は粗醸面であり整形を意図し

たものと思われる。

【尖頭状石器未製品】 (Fig.45 -18) 基部両面および背面のー側縁に加工を施した状態の

未製品と思われる。最終形状は14に近似するものであろう。未加工部には使用痕が顕著である。

【掻・削器類】 (Fig.45 -19， 20 Fig. 46 -21 ~24) 様々な形状のものがある。 20は大型

厚手の素材を半裁し，縁辺部に入念な加工を施したもの。 21は輪切状に剥出された大型剥片を

素材とする。 22は唯一の黒耀石製。三面を折断によって作出し，一側縁に急斜な加工の刃部を

施している。 23は幅広剥片の縁辺部に断続する小ノッチを施したもの。このため刃部は粗鋸歯

状を呈する。通常のスクレーパーエッジが主要剥離面→背面方向の加工であるのに対して本例

は逆になっており，刃部形状の特異さとともに希有な例である。 24は厚手の縦長剥片を素材と

し，末端部に刃部を作出したもの。左側縁の使用痕は，彫器的に用いられた結果かもしれない。

【扇平打製石斧】 (Fig.46-25~28) 27は鉄平石と称される板状節理の岩片を素材とする。

実測図の点描部分が節理面である。刃部付近の節理面には条線状の使用痕が観察される。 28は

打製石斧作製の際に生じたと思われる剥片である。点描部は自然面(醸面)025と26は，その

形状から打製石斧に含めている。しかし石材はサヌカイト質安山岩であり，剥片を素材として

いることや小型・薄手であること，全体の作りがシヤ}プである点など27の偏平打製石斧とは

趣を異にしている。両例ともに擦痕や摩耗痕等は認められず，土堀り具的な用途とも思えない。

打製石斧とは別の分類をすべきであったが，適切なカテゴリーを思いつかなかったため本類に

含めている。便宜的な分類であることを了解されたい。
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【石核)(Fig.47-29， 30) 両例とも漆黒色黒耀石製で比較的良質。 90度あるいは180度の

打面転移を行いながら不定形剥片を剥出している。 29は最大例で数個のパンチ痕が観察される。

打面は自然面あるいは剥離面を利用するものが多く，総じて調整を施す例は少ない。図示外の

石核は，黒耀石では長軸 3~4cm以下のものが多く，規軸が 2cm以下の例もある。残核と呼ぶ、

べき状態である。サヌカイト質安山岩製石核は長軸 6~ 7cm，短軸 4~5cmである。黒耀石製

石核とは異なり，大型厚手の剥片を素材として剥片剥離作業を行っているようだ。当初の母岩

から生産された剥片は，そのまま石器として加工されるものと，小型石器素材を生産するため

の石核として転用されるものとに分離されているのかもしれない。なお尖頭状石器や大型掻・

削器類の素材になり得る大形剥片は存在するものの，対応するような石核は検出されなかった。

【剥片)(Fig. 47-31~32) 黒耀石とサヌカイト質安山岩剥片のうち，使用痕跡の顕著な

例を図示しておく。剥片群の全体についてはPL. 35を参照されたい。黒耀石製の剥片・砕片

類は一部に自然面を残す例が多い。原石にサイズ、の小さい亜角離を用いているためであろう。

【叩石】 (Fig.47-33) 輝石安山岩の棒状円醸を素材とする。班晶が粗大で表面は風化し

ているが，上・下端部にダメージを認めることができる。実測図中，大きく窪んでいるように

表現されている部分は素材の間隙であって，使用痕跡ではない。

【小結】 前述したように，本石器群は縄文時代晩期終末期に位置づ、けられるものであり，

極めて限定された時間内に生産あるいは廃棄された一括遺物と思われる点で貴重な資料である。

県内の縄文晩期石器群としては，これまでにケイマンゴー遺跡(西彼杵郡西海町)，黒丸遺跡

(大村市)，宮の本遺跡(佐世保市)，朝日山遺跡(南高来郡小浜町)などの諸遺跡から良好な

資料が得られており，これらを含む西北九州地域の様相については橘昌信の論考(橘1984)が

ある。それによると西北九州縄文晩期に訟ける剥片剥離技術は，比較的小形の原石 (4~ 5 cm) 

を母岩としてアトランダムに大量の不定形剥片を生産するものであり，好資料を多出した十郎

川遺跡(福岡市西区)の名を冠して「十郎川型剥片剥離技術」と命名している。この「十郎111

型剥片剥離技術jによって生産された不定形剥片の中から「剥片石器の素材にふさわしい大き

さ，形のものを選択して利用」する剥片石器製作の在り方は黒丸遺跡やケイマンゴー遺跡でも

指摘されており(稲富1980，福田1980)，縄文晩期全般に共通した特徴となっているようだ。

石器組成についてはいくつかの間題がある。属平打製石斧は通常，数十~数百本単位で出土

する例が多いが，本組成中では極めて少数である。石錐や石匙，磨製石斧などの工具的石器類

についても，それが縄文時代のほぼ全期を通じての普遍的存在であることを考えれば，本質的

に欠落しているとは思えない。調査区の限定性と石器製作牡と思われる場の特殊性を考膚、して

解釈すべきであろう。一方，大陸系磨製石器にこついては，先の縄文系石器群とは異なる次元で

考察すべき問題を残している。唐津市菜畑遺跡では，晩期後半の石器組成中に大陸系磨製石器

が出現しており，終末期には縄文系石器群との比率を逆転するほど充実した内容を示している。
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Fig.47 上回井原遺跡以南 (TP 14)出土の石器③

時期的な視点に限れば，本遺跡において大陸系磨製石器群が存在しでも不思議ではなかろう。

遺跡の占地環境や形成年代，土器に残された籾の庄痕などから考えて稲作文化を受容していた

可能性は極めて高いものと思われる。にもかかわらず石器群の内容は，石錬や尖頭状石器など

の狩猟具系列と思われる器種が主体であり，剥片剥離技術を含めた石器群総体の印象は，いか

にも縄文的である。旧文化と新文化が接触し，変容してゆく過程での複雑な様相の一面を示し

ているのであろう。
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中島直幸・田島龍太・他 1982 r菜畑』唐津市文化財調査報告書第5集 唐津市教育委員会
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番号 器 種 石 質 長さ 幅 厚さ 亨 備 考m血 皿m 皿皿

1 石錬 黒煙石 24.0 17.0 4.0 0.83 

2 JJ JJ 24.0 21.0 4.0 0.91 

3 JJ サ質安山岩 (20.0) 21. 0 4.0 1. 39 

4 JJ JJ (19.0) 23.0 4.5 1. 21 

5 JJ 黒煙石 26.0 21. 5 6.0 2.30 

6 JJ JJ 20.0 (17.0) 4.0 0.80 

7 JJ JJ (28.0) 21.0 8.0 3.66 

8 JJ サ質安山岩 33.5 26.0 8.5 4.96 

9 JJ 黒煙石 28.5 18.5 8.5 3.43 

10 石銀未成品 JJ 27.0 24.5 5.5 2.99 

11 JJ JJ 25.0 20.5 7.0 2.77 

12 JJ JJ 26.0 19.0 6.5 2.20 

13 尖頭状石器 サ質安山岩 28.5 23.0 9.0 3. 79 

14 JJ JJ 35.0 38.5 16.0 11. 76 

15 JJ 黒煙石 33.0 30.5 14_ 5 10.07 

16 JJ サ質安山岩 58.0 51.0 18.0 36.18 

17 JJ JJ 75.0 52.0 17.5 48. 76 

18 尖頭状石器未成品 JJ 42.0 37.0 no 20.75 
19 掻・削器類 JJ 28.0 43.0 7.5 8.53 

20 JJ JJ 31. 0 69.5 14_ 0 32.12 

21 JJ JJ 56.0 63.0 18.0 54.12 

22 JJ 黒煙石 21.0 20.5 12.0 4.02 

23 JJ サ質安山岩 48.0 53.0 14_0 32.88 

24 JJ JJ 66.5 37.5 17.0 40.43 

25 屑平打製石斧? JJ 48.0 43.5 13.5 23.83 

26 JJ JJ 42.0 51. 0 1L 5 26.87 

27 扇平打製石斧 輝石安山岩 89.0 63.5 20.0 114.36 

28 打製石斧(剥片) JJ 59.0 53.0 11.0 30.80 

29 石核 黒擢石 33.0 46.0 27.0 33.21 

30 JJ JJ 36.0 33.5 24.5 26_68 

31 剥片 JJ 3.7.5 27.0 9.0 4.75 

32 JJ サ質安山岩 60.0 31. 0 8.5 11.41 

33 叩石 輝石安山岩 113.0 50.5 44.0 284.22 



五、まとめ

今回の調査の成果をまとめると以下のようになる。

① 周知の遺跡の範囲以南で試掘したTP14において，一括性の強い弥生時代前期の資料(板

付11式併行期の査・「亀ノ甲タイプ」の刻目突帯文土器・胎土，器表面調整とも弥生期の特徴

をもちながらタイプとしては刻自突帯文土器である。いわゆる折衷系の土器。そして，打製石

斧，縄文時代晩期の剥片剥離技法による剥片を利用した錬等の石器群)を検出したが，このこ
註1

とは，弥生時代前期の突帯文期における沖積地への進出の様相を知る上で，貴重な知見
註2

であるといえる。また，宮崎貴夫氏により「縄文時代晩期前半の醸石原遺跡に代表される標高

250~300mの山麓扇状地上の高燥域にあった遺跡が，縄文時代晩期後半，弥生時代前期になる

にしたがい，低位化し，沖積地を意識した立地になる。低地及び沖積地に存在する遺跡は突帯

文期に編入される可能性をもっている」と指摘されたことを，具体的な事実として確認できた

ことにも意義があろう。

また，精製浅鉢の胴部に籾痕を残す資料を検出できた事とTP15においてグライ土壌を確認

できた事は水稲耕作を行っていた可能性を示すものと思われる。耕作作業は縄文晩期以来の打

製石斧で，そして，米の収穫はFig.46-21， 23等の削器類を，石包丁の代用品として使っ

ていたことも考慮に入れておかねばならないだろう。また，石鍛の未製品が3点ある事や，石
註3

核・剥片の存在から，このTP15で石鎮の製作も行っていた可能性が強い。Fig.30には，グライ

土壌を確認したTP15付近の低地部を水田の想定地として示している。また， TP14付近の微

高地を集落として想定しているが，恐らくこの集落の近くには墓地域が存在するはずで，その
註4

時の墓地は支石墓ではなかったかとも推測される。

なお、 TP8の4層で検出した晩期の粗製土器と柱穴等からこのTP8付近の微高地も集落

が想定されるが， TP14の土器の時期と同一時期であることも考えられる。

②古墳時代では，その出土した土師器群から 5世紀代を主体とする集落跡をTP8付近に考

えられるが，日常使用した土器や祭杷に使用した高杯等を廃棄したのが本調査区域の 3区の辺

縁に残ったことが考えられる。この場合，集中箇所毎に土師器の器種の構成が異なっているの

で，碗と警のみの器種構成をなす第11集中箇所は日常使用した土器を廃棄したところ，高杯・

ミニチュア土器を混じるものは祭最Eに使用したものを廃棄したと考えられるが，その器種構成

も，査と高杯のみの構成の第2集中箇所，聾と高杯の構成の第4集中箇所，碗，査，聾，高杯，

ミニチュア土器で構成される第5集中箇所等があるので，祭杷の種類，または，その規模の大

小のいかんによって，廃棄された器種の構成が異なり，その数量の差を生じたことが考えられ

る。時期的には， IV式5世紀中頃以後のものが，高杯では多い。

この古墳時代の墓地としては，南東300m程の所にある田淵遺跡で石棺が以前に出土してい

るのでここが墓域である可能性があるが，距離が離れすぎている感がしないでもない。
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③中世期では， TP13周辺に13，14世紀頃の生活・居住の場が考えられる。また，田淵遺跡

西側の松尾永一氏所有の水田部分では，滑石製石鍋破片，中世期の土師器の皿，ふいごの羽口，

鉄津等が出土している。古墳時代の土師器・霊の混入はあるが，恐らく中世の時期の製鉄・鍛

冶遺構の可能性が考えられる。南東部の畑地では，多量の鉄津の出土があったとの地元の方の

話がある。

終りに，遺跡の継続期間，東側丘陵の中江遺跡との関連について触れてみたい。上田井原遺

跡では，弥生時代前期，古墳時代の 4 世紀後半~6 世紀の間で， 5世紀代を主体とする

が，弥生時代の中・後期は，全く空白の時期であるし， 6世紀以降は希薄になっていく現象が

看取される。一方，中江遺跡では，これらの空白ないしは希薄な時期の資料がみられるので，

上田井原遺跡から中江遺跡へと移っていった事も考えられ，相互補充的な遺跡であったことも

考えられるところである。上田井原遺跡は沖積地に立地するし，中江遺跡は丘陵上に立地する

が，この地理的な要因も関連するものであろうか，丘陵上の 2条の溝の存在と併せて興味深い

ところである。試掘，本調査等合わせて土器22，659点，石器435点，須恵器93点，陶磁器340点，

ふいごの羽口 8点，鉄津を含む鉄製品460点(表面採集を含む)となっている。

補記

上田井原遺跡の本謂査開始時の 9月27日，超大型の台風19号がやって来た。高来町へ向かう

道すがら，コンクリート製の電柱は，まるで割箸でも折ったように根元からパタパタとなぎ倒

され，投宿予定の旅館の屋根は台風で吹き飛ばされ，青空天井という惨状であった。とても遺

跡調査をやれるような状況ではなかったが，限られた期間の中でなんとか調査を終了すること

ができた。これもひとえに地元の方の協力で成就できた事で，ここに深く感謝いたします。

針小棒大なまとめに終始した事をおわびすると同時に，大方の御批判を何ぎたい。

註1.低地部から沖積地への進出は，陸稲から水稲への転換も意味するものと思われる。

2.宮崎貴夫 [肥賀太郎遺跡.1，長崎県埋蔵文化財調査集報湿1，長崎県文化財調査報告書第97

集長崎県教育委員会 1990，p.p.48， 49 

3.佐世保市四反田遺跡でも，住居牡で石鍛の製作を行っていたと報告されている。

4.福岡県糸島郡志摩町の新町遺跡で、は，支石墓を含む壌墓域の副葬品として板付I式併行期の

査がでているし，佐世保市四反田遺跡でも支石墓が報告されている。また，南高有家町の西

鬼塚石棺は，標高60~66mの場所に位置するが，石棺の周囲に支石らしきものがあり，縄文

時代晩期の萎と浅鉢の小片の出土から晩期の支石墓である可能性が高い。高い標高域にある

北有馬町の原山遺跡から低地化する経過の一支石墓であるとも考えられる。

橋口達也 『新町遺跡J一福岡県糸島郡志摩町所在支石墓群の調査一志摩町文化財調査報告
書第7集， 1987 志摩町教育委員会

村川逸朗 『皿，西鬼塚石棺.1，長崎県埋蔵文化財調査集報.lill，長崎県文化財調査報告書第

108集， 1993 長崎県教育委員会
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